
6 つのコンピテンス（能力）とその具体的な到達目標を記したカリキュラム・マップ（パフォーマンス・レベル）東海大学
医 学 部
医 学 科

［具体的な到達目標］

豊かな人間性

［科目ごとの具体的な到達目標の達成レベル・単位認定基準］

#01
1年次 2年次 3年次 4年次 5

年次
6年次

現
代
文
明
論
１

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

体
育
科
目

文
理
共
通
科
目

医
療
情
報
学

医
学
英
語

分
子
と
細
胞
の
医
学
１

人
体
構
造
学
１

生
理
学
１

物
理
学
の
基
礎

個
別
体
験
学
習

現
代
文
明
論
２

人
体
構
造
学
２

病
理
学
入
門

分
子
と
細
胞
の
医
学
２

生
理
学
２

薬
理
学

人
間
関
係
学

感
染
と
防
御

医
学
専
門
選
択
科
目

ク
リ
ニ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

病
理
学
各
論
・
臨
床
検
査
学

臨
床
病
態
学
１

臨
床
病
態
学
２

社
会
医
学
１

応
用
薬
理
学

医
学
専
門
選
択
科
目

臨
床
診
断
学

基
礎
臨
床
実
習

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

社
会
医
学
２

選
択
臨
床
実
習

総
合
試
験

サイエンスとヒューマニズムの融和
の重要性について考察し説明する

常に誠実な言葉遣い、身なりに配慮
する

本人と周囲の“おもい”に配慮したコミュニケーショ
ン（傾聴、共感、敬意、理解、支持）を実践する

チーム医療を理解した豊かなコミュ
ニケーションを実践する

科 目 名

● A：医師としての態度、価値観を診療の場で示せることが単位認定の要件
● B：医師としての態度、価値観を模擬的に示せることが単位認定の要件
● C：基盤となる態度、価値観の修得が単位認定の要件
● D：基盤となる知識の修得が単位認定の要件
● E：経験する機会はあるが単位認定に関係ない
● F：経験する機会がない



6 つのコンピテンス（能力）とその具体的な到達目標を記したカリキュラム・マップ（パフォーマンス・レベル）東海大学
医 学 部
医 学 科

［具体的な到達目標］

社会的役割の
認識

［科目ごとの具体的な到達目標の達成レベル・単位認定基準］

#02 現
代
文
明
論
１

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

体
育
科
目

文
理
共
通
科
目

医
療
情
報
学

医
学
英
語

分
子
と
細
胞
の
医
学
１

人
体
構
造
学
１

生
理
学
１

物
理
学
の
基
礎

個
別
体
験
学
習

現
代
文
明
論
２

人
体
構
造
学
２

病
理
学
入
門

分
子
と
細
胞
の
医
学
２

生
理
学
２

薬
理
学

人
間
関
係
学

感
染
と
防
御

医
学
専
門
選
択
科
目

ク
リ
ニ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

病
理
学
各
論
・
臨
床
検
査
学

臨
床
病
態
学
１

臨
床
病
態
学
２

社
会
医
学
１

応
用
薬
理
学

医
学
専
門
選
択
科
目

臨
床
診
断
学

基
礎
臨
床
実
習

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

社
会
医
学
２

選
択
臨
床
実
習

総
合
試
験

人間の尊厳を理解し、プライバシーを尊
重したうえで患者情報を適切に管理する

患者、患者家族の心理･社会的要因と異文化、
社会背景に関心を払い、その立場に配慮する

患者の意志を尊重し自己決定権につ
いて説明する

常に自分の知識、行動に責任を持っ
て患者を診療する

医療の実践のための法律やルールを
理解し、法的責任・規範を遵守する

医療安全システムの重要性を理解し、
安全な医療を実践する

医学研究の社会への情報発信の重要性を
理解したうえでその倫理的問題を把握する

自己向上の努力の意義を理解し生涯
学習者であることを自覚する

我が国の保健医療制度と、医療資源の
適切な利用に関して理解し説明する

患者の診療、健康の維持、増進のための
各種医療施設・専門職について説明する

● D：基盤となる知識の修得が単位認定の要件
● E：経験する機会はあるが単位認定に関係ない
● F：経験する機会がない

● A：診療の場で実践できることが単位認定の要件
● B：模擬診療で実施できることが単位認定の要件
● C：基盤となる態度、技能の修得が単位認定の要件

1年次 2年次 3年次 4年次 5
年次

6年次
科 目 名



6 つのコンピテンス（能力）とその具体的な到達目標を記したカリキュラム・マップ（パフォーマンス・レベル）東海大学
医 学 部
医 学 科

［具体的な到達目標］

論理的・
創造的思考力

［科目ごとの具体的な到達目標の達成レベル・単位認定基準］

#03 現
代
文
明
論
１

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

体
育
科
目

文
理
共
通
科
目

医
療
情
報
学

医
学
英
語

分
子
と
細
胞
の
医
学
１

人
体
構
造
学
１

生
理
学
１

物
理
学
の
基
礎

個
別
体
験
学
習

現
代
文
明
論
２

人
体
構
造
学
２

病
理
学
入
門

分
子
と
細
胞
の
医
学
２

生
理
学
２

薬
理
学

人
間
関
係
学

感
染
と
防
御

医
学
専
門
選
択
科
目

ク
リ
ニ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

病
理
学
各
論
・
臨
床
検
査
学

臨
床
病
態
学
１

臨
床
病
態
学
２

社
会
医
学
１

応
用
薬
理
学

医
学
専
門
選
択
科
目

臨
床
診
断
学

基
礎
臨
床
実
習

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

社
会
医
学
２

選
択
臨
床
実
習

総
合
試
験

科学的理論と方法論を理解する

医学的発見の基礎となった科学的思
考を修得する

基礎医学研究 ( 実験室・動物実験室も含めて ) への倫理的
問題を把握し、倫理原則に基づいた医学研究に参加する

臨床研究への倫理的問題を把握し、倫
理原則に基づいた医学研究に参加する

● A：臨床もしくは基礎研究に参加することが単位認定の要件
● B：基盤となる技術を示せることが単位認定の要件
● C：計画された研究や基盤となる技術を見学することが単位認定の要件
● D：基盤となる知識の修得が単位認定の要件
● E：経験する機会はあるが単位認定に関係ない
● F：経験する機会がない

1年次 2年次 3年次 4年次 5
年次

6年次
科 目 名



6 つのコンピテンス（能力）とその具体的な到達目標を記したカリキュラム・マップ（パフォーマンス・レベル）東海大学
医 学 部
医 学 科

現
代
文
明
論
１

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

体
育
科
目

文
理
共
通
科
目

医
療
情
報
学

医
学
英
語

分
子
と
細
胞
の
医
学
１

人
体
構
造
学
１

生
理
学
１

物
理
学
の
基
礎

個
別
体
験
学
習

現
代
文
明
論
２

人
体
構
造
学
２

病
理
学
入
門

分
子
と
細
胞
の
医
学
２

生
理
学
２

薬
理
学

人
間
関
係
学

感
染
と
防
御

医
学
専
門
選
択
科
目

ク
リ
ニ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

病
理
学
各
論
・
臨
床
検
査
学

臨
床
病
態
学
１

臨
床
病
態
学
２

社
会
医
学
１

応
用
薬
理
学

医
学
専
門
選
択
科
目

臨
床
診
断
学

基
礎
臨
床
実
習

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

社
会
医
学
２

選
択
臨
床
実
習

総
合
試
験

医学を学ぶために必要な基礎科学に
ついて修得する

人体の正常な構造と機能について修
得する

ライフサイクルについて修得する

人の心理・行動について修得する

疾患の病理・病態について修得する

疾病の予防について修得する

薬剤について修得する

疫学、人口統計、環境について修得
する

医療の安全性と危機管理について修
得する

健康に影響を与える個人的・社会的
要因について修得する

● D：基盤となる知識の修得が単位認定の要件
● E：経験する機会はあるが単位認定に関係ない
● F：経験する機会がない

● A：診療の場で問題解決に応用できることが単位認定の要件
● B：模擬診療の場で応用できることが単位認定の要件
● C：ケーススタディで応用できる知識の修得が単位認定の要件

1年次 2年次 3年次 4年次 5
年次

6年次
科 目 名

［具体的な到達目標］

応用可能な
医学的知識

［科目ごとの具体的な到達目標の達成レベル・単位認定基準］

#04



6 つのコンピテンス（能力）とその具体的な到達目標を記したカリキュラム・マップ（パフォーマンス・レベル）東海大学
医 学 部
医 学 科

［具体的な到達目標］

総合的
医療実践技能

［科目ごとの具体的な到達目標の達成レベル・単位認定基準］

#05 現
代
文
明
論
１

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

体
育
科
目

文
理
共
通
科
目

医
療
情
報
学

医
学
英
語

分
子
と
細
胞
の
医
学
１

人
体
構
造
学
１

生
理
学
１

物
理
学
の
基
礎

個
別
体
験
学
習

現
代
文
明
論
２

人
体
構
造
学
２

病
理
学
入
門

分
子
と
細
胞
の
医
学
２

生
理
学
２

薬
理
学

人
間
関
係
学

感
染
と
防
御

医
学
専
門
選
択
科
目

ク
リ
ニ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

病
理
学
各
論
・
臨
床
検
査
学

臨
床
病
態
学
１

臨
床
病
態
学
２

社
会
医
学
１

応
用
薬
理
学

医
学
専
門
選
択
科
目

臨
床
診
断
学

基
礎
臨
床
実
習

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

社
会
医
学
２

選
択
臨
床
実
習

総
合
試
験

患者中心の医療に参加する

患者の主要な病歴を正確に聴取する

身体診察と基本的診療手技を適切に
実施する

診療録を適切に作成する

必要な検査を選択し、結果を解釈す
る

ＥＢＭを活用し、的確に鑑別診断し、
治療計画を作成する

良好な患者医師間の信頼関係を構築
する

病状説明・患者教育に参加する

患者の安全性を評価する

チーム医療において効果的、相補的な活動をする（多職種連携、
チームリーダーの役割の理解、上級医への適切なプレゼンを含む）

● D：基盤となる知識の修得が単位認定の要件
● E：経験する機会はあるが単位認定に関係ない
● F：経験する機会がない

● A：診療の場で問題解決に応用できることが単位認定の要件
● B：模擬診療の場で応用できることが単位認定の要件
● C：基盤となる態度、技能の修得が単位認定の要件

1年次 2年次 3年次 4年次 5
年次

6年次
科 目 名



6 つのコンピテンス（能力）とその具体的な到達目標を記したカリキュラム・マップ（パフォーマンス・レベル）東海大学
医 学 部
医 学 科

［具体的な到達目標］

グローバルな
視点

［科目ごとの具体的な到達目標の達成レベル・単位認定基準］

#06 現
代
文
明
論
１

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

体
育
科
目

文
理
共
通
科
目

医
療
情
報
学

医
学
英
語

分
子
と
細
胞
の
医
学
１

人
体
構
造
学
１

生
理
学
１

物
理
学
の
基
礎

個
別
体
験
学
習

現
代
文
明
論
２

人
体
構
造
学
２

病
理
学
入
門

分
子
と
細
胞
の
医
学
２

生
理
学
２

薬
理
学

人
間
関
係
学

感
染
と
防
御

医
学
専
門
選
択
科
目

ク
リ
ニ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

病
理
学
各
論
・
臨
床
検
査
学

臨
床
病
態
学
１

臨
床
病
態
学
２

社
会
医
学
１

応
用
薬
理
学

医
学
専
門
選
択
科
目

臨
床
診
断
学

基
礎
臨
床
実
習

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

社
会
医
学
２

選
択
臨
床
実
習

総
合
試
験

国際的な医療時事情報について関心
を持ち、説明する

患者背景（人種・民族・宗教等）に偏見
を持たずコミュニケーションをはかる

英語の医学情報を入手し、活用する

● A：自発的に実践できることが単位認定の要件
● B：指導下で実践できることが単位認定の要件
● C：基盤となる技能の修得が単位認定の要件
● D：基盤となる知識の修得が単位認定の要件
● E：経験する機会はあるが単位認定に関係ない
● F：経験する機会がない

1年次 2年次 3年次 4年次 5
年次

6年次
科 目 名


